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〔ⅩⅠⅤ〕運搬荷役機械およびエレベータ
MATERIAL HANDLING EQUIPMENT

AND ELEVATORS

概 説

Introduction

荷役設備の増強は各種工業の能率化に不可欠の-▼もの

で,したがって29年産も各方面から需要が多く,各種の

ものを製作した｡前年に引続き製鉄所の合理化に伴う設

備と電源開発問附帯設備が顕著である｡

特に本年の大なる成果は外国著名メーカーを凌ぎ,印

度第一のTATA製鉄所の各種の天井クレーンを完成し

たことである｡これほ国際場裡にこの種日立の技術の進

出を大いに物語るものである｡

国内製作工場設備としてほ記録晶である400t天井ク

レーンを製作し社内に設備したことは日立の誇り~とする

ことでありなお特 害すべきは我国初の高抗張力鋼に

より製作されたことで,今後の研究と相まってこの方面

の進歩が期待できると思う｡

川崎製鉄納千葉製鉄所用175t鋳鍋クレーンほ本邦の

記録品で,きわめて好調に稼動中である｡また幾多材料､

的にまた性能的に揆まぎる研究を続けた結果,凍年ほ新

標準型天井クレーンを市場にお送りして好評を頂いてい

る｡すなわち従来から天井クレ←ソは『高速無音』`でな

ければならぬという製作方針の具現で,かならずや皆様

の御期待に沿うものと確信している｡

巻上械では韓国へ150HP級6台の輸出をほじめ,常

盤炭疲弊城鉱業所向800HPほか500HP,400HPな

ど多数製作し,いずれも運転の合理化のため制御方式の

進歩が顕著である｡

また空気輸送機としては国産第一号のセラ←式空気輸

第1図 20/5tx95'天井ク レ
←

ン

Fig.1.20/5tx951Electric Overhead

Travelling Crane

送機の完成を見,フラクソ一式とともに各需要に応じ好

評を博している｡

日立ホイストは作業の合理化の面から従来のホイスト

に組合せると種々の用途に適応できるような各種押釦操

作用の部品を整えた｡

エレベータほ量的にも質的にも飛躍の年であり,新型

エスカレータが完成され建築物内の縦の交通機関として

大いに活躍している｡

以下昭和29年度における製品の成果と技術的進歩の跡

をふり返って見ることにする｡

ク レ ー

Cranes

一′

天 井 ク レ ーーン

0verIlead Trave11ing Cranes

TATA製鉄所(印度)納天井クレーン

TATA襲 所は印度第一の大袋 所である｡日立製

作所が他国著名メーカ←を凌いで,各種天井クレーンを

受注製作したことは,29年度の大いなる成果というべき

であろう｡

これらクレ←ンは,いずれも AISE(米国鉄鋼協会)

親格に則って,設計製作された重負荷形で,加うるに印

度の最高温度550C,湿度100%という特殊条件に耐え

る高性能クレーンである｡

製作クレ←ソの機種別内訳は,つぎの通りである｡

(1)巻上荷重 20/5t(リフチソグマグネット付),

スパン95′～0ケ,屋内重負荷形,機械設備用

(2)巻上荷重25t,スパン46′-0ケ,屋内高速形,

電動機重用

(3)巻上荷重15t(7･5tx2)(リアチングマグネッ

ト付)スパン95′～0ケ,屋外2フック式重負荷形,

ビレット取扱用

(4)巻上荷重15t(7.5tx2)スパン95′～0ケ,屋内

2フックム←ビングケージ式重負荷形,コイルスト

リップ取扱用｡

(5)巻上荷重10t(5tx2)スパン46′-0ケ,屋内

2フック式重負荷形,ビレッ†取扱用

(6)巻上荷 5t(バケツ操作用,リフチングマグネッ

ト付)スパン40′-0γ,屋外重負荷形,スケール運搬用

上記六機種中,代表的な20/5tx95′,15tx95′(ム←

ピン●グケ←ジ式)天井クレーンの仕様を記せば,
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第2図15t(7.5tx2)×95′

Fig.2.15t(7.5tx2)×95′
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Travelling Crane(Moving Cage Type)

走 行 速 度…………400′/mn120.OHP

電 源……….‖……‥D.C.230V

このうち,上記15t天井クレーンは単クラブ複フッ

ク式であるが,著しい特長はクラブ本体に運転室,電気

晶塁を懸垂して,横行運転を行ういわゆるmovingcage

式(マントロリ形)になっていることである｡

すなわち運転室がクラブとともに横行するため,見通

しが良く,安全確実な作業を行うことができる｡

つぎに一段的にこれらクレ←ソの主要な特長を述べれ

ば,

(1)AISEに規定された直流ミルモータを壬采用して

いる｡

(2)走行ならびに横行専輪は修理点検に便利な摂関

きウェスト軸受式で,特に米国スタパヅクス式のJ特

殊給油具を使用して潤沢な潤滑を行っている｡

(3)巻上,横行,走行各歯軍機構ほ,最終段に至る

までギヤーボックスに入り油浴回転をするほか,軸

受にはSKFボールベアリングを用いて長寿命,円

滑運転を期している｡

(4)同様にフックならびに巻上装置のシープにも,

SXFボールべヤリングを使用している｡

(5)歯華はすべて高周波焼入れをほどこすほか,革
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輪はタイヤ式あるいほ踏面賂焼入れを行って,高頻

度の長期使用に万全を期している｡

(6)ヰ∵一タとギヤ←ボックスの連結,あるいほ横行,

走行の長軸の連結などにほそれぞれ,ギヤーカップ

リングを使用している｡

(7)その他,手摺,踪子,歩道,点検台などすべて

AISE規格に則る優秀な装備を備えている｡

以上述べたように,TATA製鉄所納天井クレーンは,

その性能,装備,機構とも,最新式,最高級のクレーン

であり,これらクレーン製作の成果は日立技術の真価を

世界に示すものとして,また今後の輸捏振興として大き

な意義を持つものである｡

巳立=場納400t天井クレーン

最近の傾向として水力および火力発電所のユニット

が,大形となりつつある｡日立製作所におし､てはこれに

対応するため,日立工場に大形発電機,7k革紐立用とし

て本機を据付けた∴本機ほ従来の構造問圧延鋼材に比し

ほるかに抗張力の高い吉抗張力 を円いて製作されてい

る∴本機は我国において,初めて高抗張力鋼により製作

されたクレーンである｡

本機は単クラブ複フック式で一つのクラブの上に2組

の巻上装置を配置し,これら2組の巻上装置はそれぞれ

単独あるいは同時に運転することができる｡同時運転の

慣の荷重の不平衡ほ電動機軸の両端をクラッチにより連

騰して除去するようになっている｡両吊金具ほ同じ速度

で上げ下げでき,また既設天井クレトンの巻上速度と一

致させてあるのでさらに大形機械の組立には両者を併用

させることができる｡またクラッチによる巻上速度切換

装置を設け稼動能率の向上を計っている｡これらの荷重

および巻上速度の変化ほ,クラ､プチと連 された通報装

置でガーダ上に表示され,工場のいかなる位置からも容

易にみることができるようになっている｡また巻上装置

にほCF式特殊速度制御ブレーキを電磁ブレーキと併用

した｡速度を自動的に微細に制御することができ,組立

作業に要求される微細な運動を容易ににしている｡また

クラブに歪計塑荷重計を取付けて首動的に吊上た荷重を

運転室で読み取ることができる｡

ガ←ダは高抗張力鋼を使周した上に半ポリクスガーダ

構造を採問してあるのでの大容量クレーーこ/であるにかゝ

わらず外観はきわめて軽快である｡また走行車輪除数は

16論のトラック形であって,内側けラヅクほサドルのホ

イルベース中央部から取出して修理できるようになって

いる｡(新案410640)

関西電力姫路発電所納

150/15tx22.2m天井クレーン

太機は関西電力姫路発電所に据付け,発電機始め,各
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種機器の据付ならびに補修に使用される｡巻上能力150t

の大容量の天井クレーンである｡

本機の特長としては,

(1)スパン22･2mという長スパンで,巻上容量

150t級のクレーンとしては従来例のない大形クレ

ーンである｡

(2)主ガ←ダは,潜掛こよる板桁構造で大容量クレ

←ンにおける全溶接構造の採■用例として注目される
ものである｡

(3)クラブの巻上装置にCF制御方式を採用したこ

とも大きな特色である｡巻上第一段歯草機構はギヤ

トボックス入りとして,電磁ブレーキならびにCF

制御装置の併用によって,微細にして円滑,確実な

巻上,巻下しの操作を行うことができる｡

(4)薙機の主巻ドラムほ左右2組のヘリカルギヤに

より作動する｡この方式によって,組立作業は容易

となり,しかも確実な歯茸の噛合いによりきわめて

円滑な運転を行うため,大荷重の巻上装置に好成績

を収めている｡(実用新案出願中)

仕 様

用 途…･屋内発電所用機器据付分解用

巻 上 荷 重

巻……….‖…………‥150t

巻…………▲……‥‖‥.15t

ソ………‥.‥…･･‥‥‥22･2叩

†

巻.‥

巻‥.
‥‥18.6m

………19.7m

巻 上 速 度

主 巻…………‥0.9m/mn401くW

補 巻…………‥3.Om/mn15kW

横 行 速 度…………‥10m/mn15kW

第3図

Fig.3.

150/15tx22.2m天井ク レ
ーー

てン

150/15tx22.2m Electric Overhead

Travelling Crane
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走 行 速 度‥‥‥

日 立

.20m/mn40kW
電 源………………‥210V60∩し

走行レ←ル………………….祖kg/m

新標準型天井クレーン

日立製作所では早くから天井クレナンほ｢高速無音｣

でなければならないという製作方針で進んできたが,歯

革に高周波焼入を実施し,速度制御にEC制御方式を採

用した最新形の高性能クレ㍉-ンの標準化を完成し,すで

に十数台を市場に供給し好評を博している｡

概略を紹介すればつぎの通りである｡

(1)速度は欧米並のスピードを持つ高速形でJIS普

通形の仕様と同様である｡

(2)巻下速度制御はCF制御方式を 用し,全速の

巻下げから円滑に1/3程度の低速に移り,さらに徽

細なインテンダが可能であるから,(1)項の高速化

第4図

Fig.4.

納

5tx19.58m天井ク レ ー･ニン

5tx19.58m Electrjc Overhead

Travelling Crane

第1表 昭 和 29 年 皮 完

Tablel. New Standard Type

巻上荷重 経 間

先

第37巻 第1号

第5図

Fig.5.

5tx19m 天 井 ク レ ー ン

5tx19m ElectricOverTravelling

Crane

欝6図 15t天井ク レ ー

ンク ラ ブ

Fig.6.Crab of15t Electric Overhead

Travelling Crane

成 の 新 梗 準 型 天 井ク レ ー ン

Overhead Travelling Cranes Builtin1954

巻 上

(m/mn) (m/皿n)l(kW)

薬 本 欽 コニ 所

防 衛 庁

新 ヨ璽 研 工 業

日 丑ニ コニ 場

東 本 鉄 コニ 所

萎 鋼 材

森 岡 興 業

新 喝 研 工 業

日 本 金 属 工 業

東 洋 ア ル ミ ニ ウ ム

琵 州 製 鋼 所

日 産 自 動 車

栗 本 鉄 コニ 所
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第8図
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と相まって作業時間が短縮する｡

CF制御方式とは電動油圧プレ←-キを用い,巻上

ヰ←タの二次側に押上機の操作用モータを結線して

才甲上磯の押上力が巻上モータのスリップの2乗に比

例することを利田し,電動油圧プレ←キの制動力を

自動抑こ増減して速度制御を行う方式であり,従来

のメカニカルブレーキに比し構造が簡単で信顔性が

大である｡(特許144352,157883)

く3)音すなわち振動の発生源である歯車は高精度の

工作をし,歯面に高周波焼入を施し耐磨耗性を極度

に向上させるとともに,低速回転部分以外はオイル

バス式歯事箱に納めてあるから,歯車の噛合は静粛

円滑でほとんど騒音はない｡

(4)走行装置,および横行装置はユニット設 を行

い,高速郡はオイルバス入りとし,必要に応じ華輪

には耐摩耗性をもたせるため踏面に侶焼入を施して

ある｡また走行モ←タ軸にはオイルプレ←キを取付

けその操作は運転台のベタルを踏むことにより行

い,作用が確実である｡(新案410641)

(5)給油装置は,従来は各箇のグリスカップ給油の

ため日常の給油が不便であったが,一,二箇所のグ

リスニップルスタンドに集約してグリスガンによる

集中給油方式を採用したので保守が非常に便利であ

る｡

(6)ロープは,東京製鋼饗のフィラ↑型を使用して

いる｡したがって 命が著しく長くなる｡

なお既納品のおもなるものほ第1表の通りである｡

菱金属鉱業納

10tx12･04m液受付天井クレーン

本機は襲煉所の電解糟内の電極を運搬するのに使用さ

れるもので,単クラブ4フック式で吊り下げられた電極

から滴下する溶液を受ける液受皿が設けられている特殊

な天井クレーンである｡

すなわち多数の電極を容易に吊り上げることができる

吊ビ⊥ムを4箇のフックで吊り電解糟内の電極を吊り上

げる｡吊り上げられたる電極からは溶液が滴下するので

クラブの横行とは別に設けられたレール上をロープ駆動

により横行する液受装置を設け,その液受皿に電極から

滴下する溶液を受け洗憎まで運搬するものである｡

クラブは4フックとなっている構造以外の部分は新標

準形クラブに準じて設計されている∴走行車輪にほ転り

軸受を便開しているので運転ほ軽快である｡,なお側際が

非常に狭いので事輸内に転り軸受を入れかつ特殊な取付

方法を用い修理が容易にできるようになっている｡フッ

クは電解槽内の電極を取扱うため,絶縁フック(新案

382247)を使用している｡

給油方法はファーパル式グリースポンプによりスタソ

ダードバキュウーム製ソバアレックスL-0万能ダリ←

スを使用し軸受および歯車部分にも同時に給油してい

る｡クラブの横行と液受の横行とは同じ速度になってい

るので電極より滴下する溶液を液受皿で受けたまま同時

に横行することができる｡

本機の概略仕様はつぎの通りである｡

仕 様

巻 上 荷 重……………………=10t

ス パ ン…………‖……‥12.04m

揚 程……………………‥6m

巻 上…………‥8m/mn 20kW

横 行…………‥30m/mn 3kW

走 行‥‥･ ‥90m/mn15kW

液 受 横 行…………‥30m/mn 2kW

電 源………………‥220V60へノ
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第9図

Fig.9.

10tx12.04m 液 受 付 天 井 ク レ
ー

ン

10tx12･04mElectricOverheadTravellingCranewithMoving

Electrolysis Liquid Pan

特殊天井ク レー ン

SpeeialType O▼erlleadTraYellimgCrane

巳本セメ ント 柄

15tx訓mグラブバケット付天井クレーン

グラブバケット付天井クレーンほ却年度日本セメント

納の巻上荷重15tの大容量のものを始め,2.3tに至る

まで十数台製作した｡なかでも日本セメント納巻上荷重

15tのグラブバケット付天井クレーンは28年までの記録

品14t■を更新した大容量のものである｡巻上電動機125

kWの一電動機式で,グラブバケット開閉機構には優秀

なエキスパンションクラッチを使用している｡

速掛こ関連して最近のグラブバケツ†付天井クレーン

の特長を挙げればつぎの通りである｡

(1)巻上プレ←キはサ←ポリア.タブレ←キと違和ブ

レーキを併用し(特許1J72784号),始めに電気的な

逆相ブレ←キをかけ十分プレ←キを利かせた後,__続

いてサ←ポリプタブレ←キを自動白勺に作用させる構

造であるから,停止時の急激なブレーキを避けるこ

とができ,ブレーキ輪の

(2)グラブバケット

耗および発熱が減少する｡

瀾機構には信頼度の高い新形

エキスパンショソクラッチ(実用新案382242号)を

用し,クラッチの利きが良く,また運転保守が使

利である｡

(3)歯車ほピニオン,ギヤーとも高周波焼入を施し

油柁内あるいほ密閉形の防塵ギヤ←ケ←ス内に収め

てあるので磨耗がきわめて小量である｡

(4)横行,走行車輪とも横顔式ウェスト軸受を使用

しているので,磨 少なく修理点検が容易である｡

(5)グラブバケット操作装置にはサドポリフタを使

用しているので衝撃がなく･作用が円滑である｡

(6)- グラブバケットの開閉方向ほ簡単に900向を変

えることができる｡(特許176297号)

(7)グラブノミケツトの攻究には,特殊の盛金を施し

致先の磨耗を防止した｡(実用新案373884号)

(8)給油装置は集中給油式とし確実,容易に給油で

きるようにしてある｡

なお本檻の概略仕様はつぎの通りである｡

用 途………~……………屋内用

巻 上 荷 重…………………‥‖.ユ5t

グラブパケット容量……………‥‖‥...

4.4m3(石灰石にて約7.4t):

グラブパケヅト自重………………….7.6t

取 扱 物……石灰石,クリソカーその他

ス

提

巻

横

売

電

ちP ソ…………∵∴‥……20m

程..-…‥~…….‖……‥13.2m_

上……‖‥‥30m/mn125kW

行…‥.…‥ 50m/mn 15kW

行.‥..‖‥‥.100m/mn 40kW

源‥.‖……………200V50′､

製鋼用ク レ ー ン

Various Cranes伽r SteelWorks

29年度では川崎製鉄に航めた175t レードルクレ←ソ

の記録品を始め,28年直に引続きカ′ミーキャリジ2台,

ストリッパクレ←ンの改造祐修を1吉行った｡

特にストリッパクレーンには運転室冷房を実施して,

作業の疲労を軽減してい芭｡つぎむこ八幡製鉄に 20t ス

トリッパクレーン1台を擢入した｡

175t レードルクレーン

八幡納165tレードルクレ←ンに続いて川崎製鉄に据･

付けられた175tレ←ドルクレーンほ,同形のモルガン

形で記録的な製品である｡電源は交流であるが操作回路

には直流を併用しており,主巻の巻下げ時には直流ダイ

ナミックブレーキを掛けるように設計されて速度調整が

容易である｡
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第10図 川崎製鉄納175tレードナレクレーン

Fig.10.175t Ladle Crane

本機の仕様概略はつぎの通りである｡

式‥‥.……….‖………M塾

ブ

荷

湯

巻

横

補 ク

重‥

程‥.

‥ 175t

……‥10.5m

上….‖……2.5m/皿n125kW

行‥‖……‥25皿/mn 40kW■

ブ

荷 重‥‖‖………………….35t

カ

揚

巻

横

径

走

電

軌

′ヾ
--

程‥‥
………16.5m

上……".‥...7m/mn 60kW

行…………‥40m/mn15kW

‥.20m

55皿/mn125kW

源………………‥400V50･､

条………………….74kg/h

キ ャリ ジ

富士製鉄の増設として26tカバ←キャリジを1台据付

を終った｡本磯ほ交流電源で遠方操作方式であり,28年

度に納めた同一仕様でともに好調に運転している｡

つぎに神戸製鋼に据付けた1台ほ直流遠方操作で,カ

バ←重量23t2列形であり,上記交流形と同様に固定の

運転室から操作されるもので,特に運転室ほ3箇所にあ

るため,任意の運転室から任意の炉に対して運転できる

ように特に電気的に設計されたものである｡

選択された炉に対して任意の運転室から操作するため

に,他の運転室でほ同時に達転できないようなインター

ロックを施し危険を防止している｡

主な仕 はつぎの通りである｡

型 式…………‥2列形遠方操作式

カ ′ミ･一 自重‥

径 問..

……‥23t

‥.8,730mm

第11図 23t カ ′ぞ･- キ ャリ ジ

Fig.11.23t Cover Carriage

程‥‥‥
.180mm

上…………….7s 20kWx2

行 荷重時……..….20m/mn

無荷重時…‥_……･40m/mn

15kW

走 行 軌 条………………….37kg/m

電 源‥
….D.C.220V

ストリ ッパクレーン

15tストリッパクレーン

富士聾鉄の改造1台は従来交流操作回路の部分を直流

操作とし,分塊用に使われるために運転室は冷房装置を

備えている｡

20tストリッパクレーン

八幡製鉄納めの本機は抽塊作業に使われるもので,デ

マトグ形を採用L,床上高さが低い割合に揚凝が高い｡
主な仕様はつぎの通りセある｡

巻 上 荷 重‥∴.∴

径

湯

巻

横

旋

掴

走

間‥

程.…

.20t

‥.20m

.7.7m

上…………13.5m/mn150kW

行…‖‥‥.‥‥40m/mn 30kW

回……..…‥‖.5rpm 20kW

み…………….5rpm 75kW

行…..…….100m/mn125kW

走 行 軌 条…‥‖……………74kg/m

電 源…‥.

特長としては,

‥.D.C.220V

(1)ガーダほ現場鋲を除いて全溶接で製作した｡溶

接作業ほユニオンメルト方式により特に入念に施行

し,主要部は特殊の換査をほどこした｡

(2)走行装置廻りほレードルクレーンの実績によ

り,ユニバーサルジョイントを採用している｡
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第12図 八幡製鉄納20t ストリッパクレーン

Fig.12.20t Stripping Crane

(3)特に高頻度に耐えるように歯草類はすべて高周

波処理を施し,できるだけ油浴式とした｡特に巻上

装置は全部ギヤ←ボクスの中に納めている｡

(4)運転室にほ冷房装置を取付けている｡

(5)リフチソグマグネットをトングに取付けて使え

るように,その電気晶を備え付けている｡

ロ コ モチブ タ レ ー ン

Loeomotive Crames

1tポリップバケツ付(8tフック付)

ディーゼルロコモチプクレーン

本機は富士製鉄(室蘭)に納入したもので,高架桟橋上

でのスクラップ荷役作業を能率化するた鋸こ従来のスチ

ームロコモチブクレーンを改造し,旧台車上にすでに定

評のある日立UO6塾万餞掘削機の旋回体およぴフロン

トアタッチメントを装架したものである｡

本機の特長はスチームロコモチブクレーンに比し,走

行,旋回および巻上速度がともに速くなり,運転の審決

性と相まって荷役能力を著しく向上させたものである｡

また走行のブレーキにほ足踏式のサイドブレーキのほか

に運転席から操作できるオイルプレ←キを備え,操作の

便をほかつている｡さらにポリヅプバケツのかわりに凱

フックを取付けてフック付クレ←ソとしても使用でき,

この種クレ←ソほ今後大いに普及するものと思われる｡

おもなる仕様はつぎの通りである｡

ポリソプパケット………容量1t, 自重2t

第37巻 第1号

第13図1tポリプパケヅト付ディ ーゼル

ロ
=lモチブク レーーてン(8t フック付)

Fig.13.Loading Test of DieselLocomotive

Crane withltPolypBucketEquiped

with8t Hook

フック付クレーン容量….‖……….最大8t

作 業 半 径………………….3.5-8m

揚

掴

支

旋

僻

走

執

程……………………‥8m

上…………….‖‖22.5m/mn

持………………‥22･5m/mn

回‥‥
.‥5rpm

仰‥‥‥‥‥.………‥7m/mn

行‥.

間.‥.
‥100m/mn

.1,067mm

原 動 機 ディ←ゼルエンジン

大…………90HP(1,300rpm)

格…………75HP(1,300rpm)

水平引込ク レ ー ン

LevelLⅦ瓜ng Crames

5tx25m水平引込クレーン

本機は国有 苅田貯炭場に据付けられたもので,ポ

←クルの間にコンベヤをまたいだ走行形で,貯炭場の石
炭をコンベヤ上のホッパカrに投入するのに使用され

る｡

おもな仕様はつぎの通りである｡

仕 様

巻 上 荷 量…………………….5t

グラブバケット容量……………‥‖.2.5m3
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第14図

Fig.14.

旋 回

最

最

揚

巻

開

引

旋

走

5tx25m 水平 引 込ク レ ←

ン

5tx25m LevelLu伍ng Crane with

Grab Bucket

半 径

大‥.‖…..……….……25m

上‥..‥‥.…..64m/mn

閉…………‥64m/mn

込……..……70m/mn

回………..‥.1.5rpm

行…………‥30m/mn

‥.9m

‥.22m

75kW

30kW

15kW

30kW

30kW

レ←ルクランプ……………………‥手動

電 源………………220V 60′､

操作回路は直流110Vとし,集電装置ほキャブタイヤ

ケ←ブルを用いている｡

橋 形ク レ ー ン

Bridge Cranes

90tフック付橋形クレーン

本磯は最近各地で建設されている地下式水力発電所周

クレ←ソとして,北陸電力神通川第三発電所に納入した

ものである｡

地下式発電所機誰据付,分解修理用クレ←-∵/として遺

憾なくその機能を発揮するよう一般のフック付橋形クレ

←ンに比較して,つぎの諸点を特に留意している｡
すなわち

第15図 90tク ラブト ロリ式橋形ク レ←一ニン

Fig.15.90t Crab TrolleyTypeBridgeCrane

(1)発電所屋根に設けられた狭いハッチより機器を

出入し,ことに動作の細い 整を必要とするため,

運転室はハッチを通して建屋内部を十分見透しうる

位置を選定してある｡さらに運転室と発電機室との

間にはインターホンを設置して,運転手と発電機室

内作業員との連絡を緊密ならしめるよう考慮が払わ

れている｡

(2)発電所用クレーンは巻下時において特に円滑な

る速度制御を要求されるが,これに対してほCF制

御を採用し,定格速度の1/2～1/3程度の非常に安

定した低速性能をうることができる｡またこの方式

ほインチソグに対してもメカニカルブレーキ単独の

場合に比しすぐれた性能を有している｡

(3)巻上装置は二電動機式であるが,両電動機を機

械的に連結して各電動機の速度を同一にし,かつク

ラッチを設けて単独運転も可能な構造としてある｡

クラッチは両フック間の荷重の不平衡にも十分耐え

うる容量を有し,単独および同時運転の切換えほ運

転室内で操作することができる｡

(4)速巻と遮巻の切換えならびに単独と同時運転の

切換えの際は,いずれかに切換動作が完了していな

いときほ巻上電動機を運転できないようインターロ

ックを設け,操作の安全を期している｡

(5)水力発電所は通常山間に設置されるが,このよ

うな地方ほ往々旋風に見舞われることがある｡この

災害からクレーンを護るため,強力な電動クランプ

を設置してた｡

(6)クラブ横行ならびに走行の真電にはキャブタイ

ヤケーブルを使用して,冬季降雪によってトロリ線

が覆われたり,あるいは氷柱などによって短絡する

のを防止している｡
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(7)脚ほ両脚とも剛脚として桁方向の振動を少くす

るとともに主桁および脚はプレートガ←ダ,ラーメ

ン構造と発電所の外観によく適応するようにした｡

その概略仕様ほつぎの通りである｡

仕

型 式‥‥‥

巻 上 荷 重

遅 巻.

通 巻….

F2-L←TB

…‥ 45tx2

‥.15t

間………………..……13m

上

巻……‥‖2.Om/mn 30kWx2

巻…..…..7.2m/mn 30kW

行…………‥10m/mn7.5kW

行‥‥

程.

軌条面上.

‥20m/mn
30kW

………22.Om

…‥ 7.Om

軌条面下…‥‖……………‥15.Om

走 行 軌 条‥･
.‥…37kg/m

レールクランプ………………….3kWx2

電 源………………‥220V60′ヽ

10t橋形クレーン

本磯ほ水車ランナ取出用クレーンとして姫川電力第七

発電所に納入したもので,第15図に示すごとく発電所バ

ーレル内に設置し,発電機回転子を取除くことなしに水

車各部を分解,修理するのに使用する複胴ダブルフック

式橋形クレーンである｡

巻上装置ほ橋形鉄旨上に設け,電磁制動機およびメカ

ニカルブレーキを使用して据付時のインチングを円滑に

しさらに各巻胴は差動歯革装置を用いて単独をこ操作する

ことも,両側同時に操作することも可能であるから分解,

修理はきわめて容易である｡

差動歯卓の切換えは運転台で行い,切換時巻胴が荷重

によって逆転するのを防止するよう切換えレバ←間には

互鍵装置を設けた｡

中間軸,水草軸を巻上げる際にフックビ←ムの上りを

良くするため,フックビームは両シ←ブブロックに載せ

る構造とし各シープブロックにほフックを取付け,軸以

外のものを取扱うときに便利なようにしてある｡

特に橋形部分は発電機融に中間軋を取付けたまゝの状

態で中間軸以下の重量を支えられるように片側ほ開放型

になっており,発電機が2台あるときは両バーレルの中

間で建屋上部の天井クレーンで吊り上げ1800回転して

反対側の水車に使用する｡

集電方式はキャブタイヤケーブル式である｡

つぎにその仕様を記載する｡

評 論 第37巻 第1号
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第16図 発 電 所 断 面 図

Fig.16.Cross Section of Power Station

仕 様

用 途……….発電所水車分解点検用

巻 上 荷 重..

巻

走

径

揚

電

上..‥.

‥..‥.10t

..1m/mn
5kW

行…………‥15m/mn 5kW

間.‥.‥

程‥.

.3,550mm

…‥ 2,250mm

源……………‥.‥220V60へノ

選 炭 用 設 備
CoalⅡandling Equipment

小親模の運炭設備としては,神崎製紙納の25t/血運炭

設備がある｡本設備ではIラヅクで運ほれてきた石炭を

ホッパに受け,フイ←ダ,パケヅトェレべ←タ,ベルト

コンベヤを経て,手動式スクレパによりバンカーに貯炭

する｡またボイラからでた灰を処理するために,容量3t

の灰処理ベルトコンベヤを備えている｡

中規模の運炭設備としては,倉敷レ←･ヨ∵ン富山工場納

の60t/h達炭設備がある｡

本設備は昭和25年に同工場の発電所用として納入し

た運炭設備の増設で,ベルトコンベヤ4種,トリッパ,

フィーダ付ホッパ,2.3t グラブバケツ†付天井走行ク

レーン各1基よりなり,新設屋内貯炭場へ石炭を移送,

必要に応じて発電所バンカーへ石炭を搬出するためのも

のである｡

t････-･-234-
【
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巻 上 機

Winding Machines

巻上機でほ国連朝鮮復興機 (UNKRA)からの受

で韓国に150HP級巻上機6台を輸出するとともに,国

内炭砿用として多数製作納入した｡その他セメント会社

にエンドレス巻上機を,またケドブルカr用 上様も運

搬容量増加に伴い大型化した｡以下特色ある製品につき

説明する｡

榎山炭破約250‡王P複胴巻上機

運転台をデスクセット式とし操作ハンドル,計器類,

信号装置を一括備えるようにした｡なおサーボ機構用油

圧ほブレーキエンジン用のものを兼用した｡

日本炭疲遠賀蹟墓所納500ⅡP単胴巻上機

従来納入の13台口と同仕様であるがブレーキポスト

を短柱式とし,またモータの取り外しに低利なようにブ

レーキエンジンの配置を変え,特にメータ類を一括した

スタンドを設けた｡

第17図

Fig.17.

UNKRA輸出の

Type SD Form

Electric Winder

150HP SD-NPH

NHP150HP

第18図

fjど.18.

樫 山 炭鉱鉱

250HP複胴巻上磯用デスクセ
ット

Desk Set for250HP ElectricWinder

よ び エ レ ベ ー タ 235

向山炭政柄400kW単胴巻上機

巻室を美化するため油圧装置などの附属械器を地下室

に配置してある｡ドラムシャフト用敢受はオイルカラ←

式として保守を便利にした｡

おもな仕様はつぎの通りである｡

仕 様

塑

鋼 索 張

鋼 索 速

巻 胴 寸

鋼

巻 込 段

電 動

電

式..

力‥

….SD-NPO

‥.9,500kg

度………………‥220m/mn

法……2,250Dxl,400Wx2,850F

票..‥…‥…..‥32少×2,000mエ

数(地巻とも)…………‥6段

‥200kWx2台

源‥
…….3,300V

60nu

常磐炭癒磐城鉱業所納800ⅡP複胴巻上機

炭車間斜坑巻上 としてほこの程度が最大と考えられ

る｡クラヅチがないからブレ←キュンジンほ1台で両ド

ラム 用とするため平衡装置を設けた｡

第19図 日 本炭鉱遠賀鉱業所納

500HP 単 胴

Fig.19.Type SD Form

Electric Winder

巻 上 櫻

NPsAp500HP

節20図 向 山 炭 鉱 納

400kW 単 胴 巻 上 磯

Fig.20.Type SD Form NPO400kW

Electric Winder
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おもなる仕様はつぎの通りである｡

型

鋼 索 張

不平衡張

鋼 索 速

巻 胴 寸

鋼

巻 込 段

電 動

電

仕

式‥.

カ‥‥

力‥‥‥

様

….DD-NPO

.12,500kg

….10,250kg

度………………‥305m/mn

法……2,500Dxl,800Wx3,100F

索‥……‥‥.…34声×1,922mエ

数(地巻とも)…………‥6段

穫‥‥

闘∵==

…….400HPx2

‥‥3,000V
50∩し

北海道炭腐汽船平和鉱業所納350ⅡP複洞巻上機

据附基盤の関係上坑外設置であるがタンデム塾とし,

裾附面積を極力狭小に設計してある｡

おもなる仕様はつぎの通りである｡

仕 様

型 式.……………..DDT-P3PsO

第21図

Fig.21.

常磐炭鉱磐

800HP 複 胴

城鉱業所納

巻 上 磯

Type DD Form NPO800HP

Electric Winder

第22図 北海道炭鉱汽船平和鉱業所納

350HP:複 胴 巻 上 横

Fig.22.Type DDT Form P2PsO350ⅠIP

Electric Winder

鋼 索 張

不平衡張

∴ 索
速
巻胴 寸

鋼

力‥‥

第37巻 第1号

.7,200kg

力………………….4,940kg

度‥
….220mノ′mn

法……2,250Dxl,200Wx2,750F

索…………….30亘×1,300Tnエ

鋼 索 段 数(地巻とも)…………‥5段

電 動 機………………….350HP

電 源………………3,000V50〔し

AI)D小形巻上機

新型小形巻上機としてさきにASD塾(単胴)を製作し,

炭礪,鉱山および土木建築工事など多方面に保田され,操

作の簡便さと機械構造の頭丈さで好評を博している｡本

機はこれを複胴としたもので,水平またほ緩傾斜の運搬

軌道におけるメーンアンドテール巻として｢般炭鉱山,

土木工事に,デリッククレ←ン用巻上機として製造工場

における原料の荷役,土木建築用として材料違掛こ,また

スクレーパスラシソグ用としても使用できASD墾はり

なお一層広範囲の吊途を右している｡本機の特長は

(1)分割構造とし,モータと液速ギヤーボックスと

巻胴部より構成されている｡

(2)したがってモータはフランジモ←タとして減速

ギヤーボックスに取付けられ,搬入時またほ移設時

に取外しが可能である｡

(3)高速歯車2段ほ減速ギヤーボックス内に納めて

いるので,点検が容易で保守も確実に行われるので

事故の原因となることがない｡

(4)巻胴は減速ギヤーボヅクスと軸受にて支持され

た1本の巻胴軸上にボールペアリングを介して装架

されているので,組立が確実にでき,異状荷重に対

しても十分耐えうる｡

(5)小型軽量である｡

以上のような利点を持つ本構造のものは一般に大形に

なりがちであるが巧みな設計により小形,軽量に製作さ

第23図 ADD型20HP/ト形巻上横

Fig.23.Type ADD20HP Double Drum

Portable Electric Winch
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第 2 表 ADD型/ト形複胴巻上磯仕様

Table2.Speci丘cations of Type ADD Double

Drum Electric Winches

種 10HP

ADD-B2BH

巻 胴寸 法(mm)1340Dx250Wx600F

鋼 窯寸 法 10mm¢×400mエ

20HP

ADD｣毎BII

1,70011,450

425Dx350Wx700F

14mm¢×450mエ

TOY-ⅩⅩ60 4P TOYx-KK606P

れている｡なおクラッチ,ブレーキバンド支持装置もフ

ロート支持として機能は確実に保守点検も一段と容易に

なっている｡

本小形複胴巻上機の仕様は某2表の通りである｡

スクレーパホイスト

金属鉱山の鉱石積込用として依然多数使用され,その

使用者の熱錬に伴い能率化を計るため鋼索速度の-一層の

高速化が要求され,50HP複胴スクレーパホイストとし

て大馬力のものを製作した｡他方20HP級のものに対

してほ遠方操作が行われるようになった｡

(1)遠方操作式20HPスクレーパホイスト

本機は標準スクレーパホイス一における手動またほ足

動によるクラッチをサーボリブタを介して作動させる構

造に代えたもので,プレ←キほ手足動に代るに重錘式ブ

レーキとして繰出しロープが経み過ぎぬ程度にドラムを

拘束するに止めてある｡

サーボリブタは押ボタンスイッチまたほ操作スイッチ

を有する電気制御回路によって起動,停止され,遠方操作

を確実ならしめるため各クラッチごとにそれぞれサーボ

リフタを設けている｡したがって運転手は,スクレ←パ

の運転を容易に監視しうる位置で容易にかつ確実に運転

することができる｡太機の仕様は第3表の通りである｡

(2)10HPスクレーパホイスト

上記のように鋼索速度の高速化および操作の簡易化に

より能率向上を計るとともに,他方面では従来積込が機

械化されなかった小切羽画においてもスクレノ㍉一ホイス

トによる鉱石積込が実施され始め,このため小形のもの

として第4表のごとき仕 のものが製作された｡

本機のブレーキほ重錘式で繰出しロ1一プが緩み過ぎぬ

程度にドラムを拘束するに止めてあるので,本機操作は

クラッチハンドル2本のうちいずれかを交互に切入する

のみできわめて容易である｡

第 3 表 遠方操作式20HPスクレーパホイスト仕様表

Table3.Speci丘cationsofRemote Controle20HP

Scraper Hoist

第 4 表10HPスク レーパホイスト仕様表

Table4.Speci丘cationsoflOHPScraperHoist

10HP TOY-KK604P

操 車 設 備

Car ControIEquipment

古河鉱業好間鉱業所納竪坑操車装置

または鉱山において,竪坑連掛こ要する時間中,

竪坑附近の操草,ケ←ジへ尻車の積込および枝卸に要す

る時間は正味巻上に要する時間に対L相当の率を占めて

いる∴運搬能率を向上さすためには操草を自動化し迅速

確実に行うことがきわめて重要なことである｡

速操軍装置は古河鉱業好間鉱業所に設置したもので,

竪坑附近に設けた操作盤の押釦を操作することにより,

炭季の竪坑までの引寄せ,ジャンクションレールの操作

およぴケ←ジ内への炭 の押込みを電気的に自動運転さ

せ坑口および坑匠とも操作手1名で迅速確実に操作を行

うことができる｡第23図(次頁参照)は木採草装置の配置

を示す｡木操革装置の仕 はつぎの通りである｡

機器名 称

カーフィーダ←

ジャンクションレール

スコッチブロック

坑口

1組

2組

2組

坑匠

1組

なし

2組
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(4)

(5)

(6)

(7)
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第24図

Fig.24.

カープツ1ンヤー

アクスルカウニ/タ

カ ー プ ー ラ

ケージ内函止装置

詰みか‰丁トつ■･ソンヤー厚至｢土讃

古河鉱業好間鉱業所納 竪坑操車装置配置図

Arrangement Diagram of Shaft Car Controller Supplied

Koma Mining Works,Furukawa Mining Co.

2組 2組

2粗 2組

2組 2組

本操草装置の特長ほ

(1)操作人員ほ坑口坑蜃とも各1名でよい｡

(2)操作がきわめて簡単である｡

(3)各機器は電気的こ連動翼転するためきわめて迅

速に操■事が行われ1サイクルの所要時間ほ的10砂で

ある｡

(4)各機 は電気的にインターロックされているの

で誤動作による事故は絶無であるっすなわちケ←ジ

が定位置にないときほ操卓不言巨であり,またジャン

クショソレールがケージと連絡しないときは炭軍の

押込不能である｡

空 気 輸 送 機

PneⅥmatie Conveyors

粉粒体の合割勺な輸送方法として空気輸送機は各方面

に認められ,その製作台数ほ逐次増加の状況である｡特

に被輸送物としての粉体に得々のものが現われ,それに

対する新規の計画が多くなってきた｡

to

第25図 キ ニ ヨ ン 式空気輸送機

Fig.25.KinyoJIType Pneumatic CoユVeyOr

従来各種型式の空気輸送機を製作してきたが,29年度

は新型の空気輸送機として国産第1号磯のセラ←式空気

輸送機を完成した｡本機は宇部興産の10t/bフライア

ッシュ輸送用に椚め,新しい輸送物フライアッシュの輸

送機として活躍中である｡また火力発電所の灰処理用に

は,従来の流灰方式に比し乾燥状態で輸送する空気輸送

方法の利点が認められ,国鉄川崎火力発電所に灰処理用

1式を納入した｡フラクソー

建設局として,電源諾発(北海道

槻ではダム

平)に輸送プラント1

式を納め,キニヨンポンプでは,今までの最大である径

230mm のセメント質料輸送用のものを撃城セメソ†に

納入した｡吸引式の輸送機としては,10t/h粉炭荷役用
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走行塾の輸送機も八幡製鉄に納入したが,これは遠方操

作可能の新機軸をもった特長あるものである｡

以下各製品についてついて記述する｡

セラー式空気輸送機

本機ほ29年度の新製品でこの方式のものでほ本邦の第

1号機である｡原理はフラクソ一式と同様で密閉容器内

に粉体を詰め圧縮空気で吹飛す塾のものであるが,粉体

の吹出口が下側にあり輸送能率のよいものである｡その

制御方式はフラクソ一式とほぼ同一のものである｡なお

フライアッシュほ近年注目されてきた有用の粉体で,各

火力発電所でこの回収と輸送とが問題になっているもの

である∴本機ほ宇部窒素工業の火力発電所のコットレル

下部に8台据付けられ,7箇の切換弁により_1本の輸送

管につながり,約200m離れた貯相までフライアッシュ

を輸送する役目をしている｡操作は4方口切換弁により

糟内へのフライアッシュ受入,また圧送を交互に繰返え

して輸送することができる｡なお槽内の粉体満杯ほブザ

ーにより,圧送完了は赤ランプ消滅により知ることがで

きるようになっている｡本機の概観は第2`図および第27

図に示す通りでそのおもな仕様はつぎのごとくである｡

仕 様

輸 送 物…………….フライアッシュ

輸 送 容 量….‥…
….10t/b

輸 送 距 離…………….‖….約200m

圧 縮 機‥ 75HP

フラクソ一式空気輸送機

電源開発横平ダム建設にセメント輸送用としてフラク

ソー~式輸送機を含む輸送設備1式を納入した｡本機は約

90mにおよぷ高揚程輸送の記録品である｡設備1式は

鉄道側陵際の500t入りサイロから始り,約300mあ

まり離れたバッチャープラントに到るまでの機器1式で

ある｡2基の500tサイロのセメントはその下部のロー

タリーバルブで一定量ずつ排出され,バイブレータスク

リ←ソにて異物を除去してその下のフランクリー式輸送

機に入れられる｡この地点よりフラクソ←式輸送機によ

り約300m離れた山腹の1,000tサイロ2基まで,2

系統の輸送管で送られる｡このサイロからバッチヤープ

ラントまでセメソ†はロータリーバルブ,スクリューコ

ンベヤーおよびバケットエレベータにて40t/hの割合

で送られる｡空気輸送周圧縮機としてほ200HP2台を

使周し,1,000tサイロまでのロータリバルブ,スクリ←

ソ,フラクリーおよび切換弁などの機器は,フラクソ一部

で昭光盤を見ながら操作できるようになっている｡なお

輸送管の二万切換弁ほ1/2HP電動機による電動切換え

の新製品である｡

本設備のおもな機器ほつぎのごとくである｡

よ び エ レ ベ ー タ

第26図

Fig.26.

セ ラ
ー式空気輸送機

Cera Type Pne11matic Conveyor

第27図

Fig.27.

セ ラ
ー式空気輸送機(別面)

Cera TypePneumatic Conveyor

(Sjde View)
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バ
ッ
チ
†
-
ヽ

第28図 セ メ
ント輸送設備系統図

(糠平ダム土専用)

Fig･28.SchematicDiagramofCementTrans.

mission System
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弟29図

Fig.29.

プラクリー式100t/b空気輸送機

10bt/h Fluxo Type Pneumatic

Conveyor

(1)500tサイ ロ 2基

直径および高さ….‖‥..8,500声×約14,000mm

(2)1,000tサイ ロ 2基

直径および高さ…‥‖...8,500タ～×約21,000mm

(3)プラクソ←式空気輸送機 2基

輸 送 量……….‖……20t/b(常時)

輸 送 足巨 離……‥水平270m,垂直90m

輸 送 管 径‥‥…….‥‥‥‥‥‥‥.‥6ケ

圧 縮 機……………‖.200HPx2台

(4)スクリュrコンベヤ 2台

輸 送 量‥‥ 40t/h

輸 送 足巨 離…………‥16mおよび15m

電 動 機…‥‖…….15HP(2台とも)

(5)バケットエレベータ 2台

輸 送 量‥ 40t/b

揚 程…………‥25mおよび12m

電 動 機…………15HPおよぴ5HP

このほか前年に引続き日本セメソ†に100t/bの双胴

型のものを納入した｡容量的にほ最大のものである｡

粉炭荷役用吸引塾生気輸送機

商機は八幡製鉄の新設ボイラ用粉炭荷役のためのもの

で,未体ほ貯炭糟上部のレ㌧-ル上を走行する架台に機器

1式を搭載し,遠方操作により任意の位置にて運転でき

るものである｡輸送方式ほ架台上40kWのルーツブロ

ワーで約20m~Fの貨葬から顆炭を吸引し,3つのサイ

クロンで空気と分離して下の貯炭槽に落下させる方式の

ものである｡7皆の貯炭糟入口にはスラスタにより自動

的に開閉する特殊機構の苦が取付けてあり,貯炭糟の満

杯,空炭予告も表京盤上のランプ,ベルによりそれぞれ

知りえて安全運転できるものである｡J特に満杯の場合そ

の位置では吸引操作ができぬようになっている｡

第30図

Fig.30.

吸引式空気輸送機(粉炭荷役用)

Suction Type Pneumatic Conveyor

for Powder CoalHandling

木椀の主要仕様はつぎの通りである｡

輸 送

仕

.11.

_里_････

輸 送 距 離‥‥

輸 送 管 径‥

桂

10t/h

….約25m

‥..lり

電 動 機‥‥‖………………40kW

灰処理用吸引武豊気輸送装置

本装置は国鉄川崎火力発電所に納入し,ボイラより排

出されるシソダを約11t/bの割合で灰捨場に吸引輸送

する空気諭送装置である｡従来ボイラあるいはコットレ

ルより排出される灰は水に流す流灰方式か,トロッコな

どにより排出されていたものであるが,この空気輸送磯

によると灰を周囲に飛散させないで,簡単にかつ能率的

に集めることができる｡ボイラ下部の44箇の排出口より

排出された灰は,その下部に設けられたホッパに一度溜

め,ホッパ下部のロ｢一タリバルブを経て輸送管内に落下

し,液封塑真空ポンプによる気流によってサイクロ∵ン式

分離器に運ばれる｡一次サイクロンおよび二次サイクp

第31図

Fig.31.

灰処理用吸引式空気輸送機系統図

Schematjc Diagram of Suction Type

PneumaticConveyorforAshDisposal
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第32図

Fig.32.

手動ロ ー タリ
ーパルプの運転

(灰処∃璽空気輸送機用)

Operation of Hand Rotary Valve

(PneumaticConveyorforAshDisposal)

算33図 サ イ ク ロ ン コ
レク タ■･-

(灰処理空気輸送機用)

Fig.33.CycloneCollector(Pneumatic

Conveyor for Ash Disposal)

ンにより気流から分離された灰ほ,その下の排出横によ

って灰捨場に排出される｡一方多少の灰を含んだ空気は

液封塑真空ポンプに入り水と一緒に排出されるので附近

の空気を汚すことがない｡この排出機は灰による磨弄毛を

考慮し,従来のロータリ,バルブと異った特殊2段式バ

ルブであり,牒た多少の灰を含んだ空気に対しても支障

ない液封型真空ポンプを採用していることは本装置の特

長である｡凍装置の系統は第31図に示す通りであり,そ

のおもな仕様はつぎの通りである｡

仕 様

輸 送 容 量‥,………11t/b(最高15t/b)

輸 送 距 離..坤…………….最長約100m

輸 送 管 径∴…
‥6ケ

抽 気 機∴……..液封塑回転真空ポンプ

電 動 機∴……………….150HP

ホ イ ス ト

ⅠIoists

日立ホイスト用押釦操作装置の尭備

日立ホイストは引紐付コントト下トーラ操作方式を主とL

て納入してきたが,作業合理化の面より特に要望されて

いる押釦操作に必要な部品群を完備し,日立ホイス†用

押釦操作装置として今後の 用増加に即応できる態勢を

確立した｡すなわちこの部品群のうちから装置に必要な

部品を整え,従来のホイス一に組合せると色々の押釦操

作が容易にできるようになり,また押鉦装置付ホイスト

も需用に応じている｡

日立押釦装置の大要

本装置は坤釦,電磁スイヅチ,案内スイブチなどを主

としており,つぎのような各種があってそれぞれの用途

に用いられる｡

､(1)押
釦

(A)型式0別B屋内用4点釦

第34図に示すもので,U(上),D(下),L(左),R(右)

またはU,D,F(前),B(後)の4箇の押釦を一列になら

べてある｡

第34図

屋内 用 4 点 釦

型式 OBB

Fig.34.

4･Point Push Button

SwitchforIndoor Use

TypeFormOBB
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第35図

Fig.35.

屋内用2点釦 型式OBD

2･Pojnt Push Button

forIndoor Use

Type Form OBD

第36図 屋外用防腐型4点釦

型式 OBC

Fig.36.Drip-Proof 4-Point

Push Button for Out-

door Use

Type Form OBC

第37図

Fjg.37.

OBC三型 4 点釦 の 内 部

Interior of OBC Type4-Point

Push Button

(B)型式OBD屋内用2点釦

第35図に示すもので,釦ほU(上),D(下)の2箇のみ

が取付けてある小型のものである｡主として電動†ロリ

を持たないホイス一に用いられる｡

上記の2稽は,いずれもU,DまたはL,R(F,B)の

釦の間に機械的互錠板が取付けてあり,その一方を押し

ている際にほ他方ほ押せないようにできている｡.

(C)型式OBC屋外用防滴型4点釦

第3`囲および第37図に元すもので4箇の押釦が一列に

酉己置してあることほOBB型と同様である｡

キャブダイヤケ←ブルの取付け部は,防水プラグ式に

第37巻 第1号

第38図

Fig.38.

第39図

Fig.39.

尾 内 用

6-Point

Use

6 点 釦 型 式OBE

Push Button forIndoor

Type Form OBE

屋内 問 5 点釦 型式OBF

5-Point Push Button forIndoor

Use Type Form OBF

なっており,また使用しないときには取外しておけるか

ら誤操作や悪用を防ぐことができる.｡接点の部分は押釦

とは別に完全な防滴室内に納められ,屋外雨滴中あるい

は染色工場,鍍金工場などの湯気のかかる場所で使用す

るのに適している｡

各組の釦は可動接点白身が機械的互錠の作用を持って

いるから前二者同様操作の安全が期せられる｡

(D)型式OBE屋内用6点釦

第38図に示すようにU,D,L,R,F,Bの6箇の押釦が

配置されているもので,ホイストの上下左右およびクレ

ーン前後進の操作を一つの押釦で行うものである｡

(E)型式OBF屋内用5点知

第39図に示すもので,正面にU,D,L,Rの4簡の押釦

が一列にならぴ,背面にはH(高速)釦が取付けてある｡

U,Dはホイストの上下用で,L,R(H)は電動トロリ用

である｡釦LまたはRを押せば電動トロリほ低速に運転

されるが,これと同時にH釦も押していればlロリは高

速に切換えられて移動する｡この操作はクラリネット式

で,片手で可能で,この押釦を用いれば押釦式において

従来困#とされていた電動斗ロリの二重速度運転が可能

である｡

以上の各押釦は各容量のホイストに共用される｡

(2)電磁スイッチ

大型と小型の別がある｡電動トロリを持たぬホイスト

には1組,電動トロリ付でほ2組,二重速度電動トロリ

付では3組を使間する｡
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第40図

大型電磁スイッチ

型式OMG

Fig.40.

Magnetic Switch

Type Form OMG

第 5 表

Table5.

第41図

/ト型電磁スイ ッチ

型式KMG

Fig.41.

Magnetic Switch

Type Form KMG

用 途 別電磁 ス イ ッ チ の 型式

Standard Types of Magnetic Swit-

Ches Classified by Applications

ホイ ストの型式

1/4Ⅰ(J)KH-PT

l′･/2IKH-PT

1/2ⅠトMT

l/2HIl-HMT

lII-MT

IHH-HMT

2Ii-MT

2HH▼HMT

3ⅠⅠ-MT

3HH-HMT

5ⅠIA-HMT

5HHA-HMT

電磁ス イ ッ チ の型式

下 川i式三 石

KMG

OMG

KMG

OMG

(A)型式OMG大型電磁スイッチ

第39図に示すもので,鋳鉄製箱の内部に2前の電磁ス

イッチ本体が併置され,これらは互いに機械的互錠棒に

よって,一方が閉ぢているときにほ他方は閉ぢられない

ようになっている｡

(B)型式KMG小型電磁スイッチ

第40図に二示すもので,形状と容量が小さくなっている

が,構造や機能はOMG型と大差がない｡

両者とも特に湯気などの多いところや屋外で使J-‡iする

場合には,キャブタイヤケーブルの出口を防7kラセン式

に改め,ケ←スとかカメ㍉-の合せ目にパッキングを施し

た防7k型もできている｡

なお大型と小型の用途は第5表に示す通りである｡小

型を用いるホイス一に大型を代用することは差支がな

い｡

(3)案内スイッチ

型式AS3,AS2,ASl案内スイッチ

第42図および第43図に戻すもので,全体は 製箱に

納められている｡享妾点部分はマイクロスイッチ3組を用

へ ←- 243

第42図

案内スイッチ型式AS3

Fig.42.

Limit Switch Type

Form AS3

第43図 AS3型案内 ス イ
◆ヅ

チ の 内部

Fig.43.Interior of Type AS3Limit Switch

い,動作腕の軸に固定されているカム板によって作用さ

せるようにし,各カム板は自l却こ位置の調整が可能とな

っている｡したがってあらゆる操作回路に応用してきわ

めて確実正確な動作ができる｡

合せ目はすべて防水パッキンを施し,キャブタイヤケ

←ブルの出口ならびに軸の出別土気密に組立てられ,内
部接点の部分は常に外気と 断されでいる■から湿気水滴

などを受ける場所に好適である｡

SA2 およぴSAl型はそれぞれマイクロスイッチが

2箇および1箇のものである｡

これらの案内スイッチ右ホイスト本体のリミうトレバ

←に組合せまたは,Ⅰビ←ム上面にあるいはケ∴ジ■の昇

降レールの側方に取付けると安全日動停止用,半自動操

作用,全自動操作用などとして種々の用途に利用でき

る｡

日立押釦操作装置の利用例

(1)標準ホイストとしての例

第44図(次頁参照)に示すものは電動†ロリ付ホイスト

に取付けた一例で,第45図(次頁参照)はその結線図であ

●
､

モータトロリを持たないホイス†の場合にほ図中鎖線

で元すトロリ用の電磁スイッチは不要である｡
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隼44図

Fig.44.

昭和30年1月

コ
レ
ク
タ

第37巻 第1号

日立押釦操作装置を用いた標準塵ホイスト

Standard Type Hoist with Hjtachi

Push Button Controller

第46図

Fig.46.

簡 易 エ レ べ -

Convenient Ljft

(2)簡易エレベータに用いる例

第4`図にこの装置の外見を,また第47図にその結線図

を示した｡

エレベータケ←ジの直上に吊型ホイストを定置し,一

階と二階に国定した押釦を周いて簡単な荷物専用エレべ

←タとして利用できる｡

第45図

Fig.45.

8ββ型またlユββC型押釦

槙 準 型 の 結 線

Connection Diagramof Standard Type･

Hoist with Push二Button Controller

リミットスイッチ

ββエ〕聖押出 笑内スイッチ

第47図 簡 易エ レ ベ ー タ の結線■

Fig.47.Connection of Convenient Lift

(3)半自動操作方式に用いる例

作業の実状に応じて種々の操作ができるが,ここには

その一般的一例の結線図を第48図に示した｡

この例でほ荷受場から荷物を巻上げて作業場入口に停

止させるまでの自動操作と,作業場での任意操作が可饉

である｡
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右止め走行絶燵

.′'リ ー…妻室

2

4

l ｣

撮

リトスイl

仁~さ篇

l

上

凹
;.裾｣もl以l洞･踏タl:

圭一j右

■

抱腔l〟lr泡鮭
下 耶

l

- J

筋

l

｢+∵ 電磁スイッチ電馳スイッチ
(走行剛(上下同)

ッチ(〟〃G型)(冊6型)

官署雪呈(β

止__/
案内スイ

型) (45J型)
2書甲面

(βββ型)

エレベータおよびエスカレータ

Elevators and Es(!alators

昭和29年度は,28年虔にひきつゞき,量的にも,質的

にも飛躍をとげた年であった｡また新型エスカレ【タを

完成して,華々しく斯界にデビューしたのである｡

こゝに昭和29年度における業績を回顧するにあたり,

二過去3箇年間のエレべ←クの製作台数を携 別に表元す

ると第49図のようになる｡まず合計製作台数についてみ

ると,その増加の状態は年々ほゞ幾何級数的である｡･そ

の内訳をみるに,特に著しいのほ,ギャレスエレべ⊥タ

の増加である｡昭和27年,28年度は,ギヤードに比して

ギャレスの台数は少なかったが,29年度ほ,それが逆転

してギャレスの方が多くなっている｡これは我国内にお

いて高層建築が相ついで完成し,高速エレベータの需要

が増してきたことにもよるが,日立高速ギャレスエレべ

←タの優秀さを物語ってもいるのである｡また交流単速
度エレベータは,低速度の貨物用として 作したが,そ

の増加の割合ほあまり大きくはない｡交流二速度エレベ

トタは,直流エレべ←タと同様,その増加の割合は大き

く目立っている｡このエレベータほ,我 の一般ビルヂ

ソグの乗用,人貨用,患者用,貨物用エレベータとして

乗心地ならびに着床性能においてすぐれているので,手

頃の普遍性の大きいエレべ←タとして,今後ともますま

す需要の増加が期待されている｡

つぎに速度についてみると,ギャレス云レベータの速

度が著しく高められたことが日立つ｡これほ,輸送能率

を上げるために,一般に速度が向上してきたことを示す｡

ギャレスエレベータ中,我国最高速度である150m/mn

｢~~】`■~▼■■~

直
流
ギ
ャ
レ
ス

貯
閉
∵
撃
墜
さ
r
∴

＼､---｣鷲.Z7

第48図

Fig.48.

245

半自動ホイストの結線

Connectionof Semi-

Outomatic Hoist

第49図 エレベータ,年度別納入実績表
Fig･49.No.ofSupply of Elevators

のものを13台製作するに至ったことは注目すべきであ

る｡なお,直流ギヤードエレべ←タほ最高105m/mnで

あり,交流エレベータでは85m/mnの工事用エレベー

タが最高であり,他ほ特別の変化はみられなかった｡

制御方式についてみると,27年度,28年度においては,

カースイッチ制御が36%で,ボタン,シグナル,デ⊥

アル,レコ←ド,デュアルコレクティブ,コレクティブ,
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シグナルコレクティブの順序であった｡29年度において

は,一段と制御方式が自動化され高級になってきたこと

が目立つ｡すなわち,カースイッチほ23% となり,他

が77%をしめた｡特筆すべきほオ←ダリ←シグナルの

進出で,電子管制御によるデイスパヅチャーボ←ド付の

ものを10台製作納入したことである｡

エ レ ベ ー タ

Elevators

直流ギャレスエレベータ

概 でのべたように,29年度ほ高速ギャレスエレべ←

タが驚異的な進出を嘉したのであるが,そのおもな納入

先を第占表で示す｡東京都内に納入したものゝうち,代

表的のものほ,第二鉄鋼ビル,呉服橋ビル,大阪住友海

上東京本社,鉄道会館などであるが,ほとんど,制御方

式は,最高級であるオーダリーシグナル方式をとってい

る｡並列のうち1台ほ,夜間になるとコレクチイブ制御

に切りかえ,自動制御ができるようになっている｡.なお

呉服橋ビル,大阪海上,鉄道会館のものには,電子管制

御方式によるディスパッチャ←ボ←ドをつけて,理想的

な管理運転ができるようになっている｡また九州地区の

進出も目ぎましかった｡すなわち,東邦生命ビル(博多

帝国ホテル),日活博多会館,協和ビルがこれである｡特

に日活博多会館ほ昭和27年完成の日活国際会館のエレベ

ータと姉妹品の関係にある｡ケージの側板は,日立エレ

ベータ独得の芸術作品である桐の木目模様仕上で,側板

の合せ目にほホワイトブロンズの金具を挿入し,優雅な

日東趣味を遺憾なく発揮している｡各階出入口の三方枠

ほ,左右に拡がる流線型ゆものであるが,特に1暇なら

ぴに9階のものは,ステンレス板を使用しヘヤライン仕

上を施した｡

150m/mn級の速度ほ,我国の建築に対しては,最高

のものであるが,この程度になると,120mノmn級の速

度では予想できない種々困難な問題が起るのである｡日

立エレベータは,さきに完成し好評を博した新丸ビル納

150m/mnのエレベータの経験をいかして,加速,減速

をなめらかにし,着床に際してはBCD発電機(刷子電

圧降下補償発電機,特許出願中)を使用して,荷重の大

小にかゝわらず,着床誤差を ±1.25mmにとゞめるこ

とができたのである｡走行中のケージの振動,音響をな

くするために,ケージプ←リ←には強力なローラ←べヤ

リングを装備した上,プーリ←をケージ上梁に取りつけ

るには防振ゴムを介して行った｡またレールの仕上据付

芯出工事も十分入念｢行ってあるから,まことによい乗

心地を永く保つことができるのである｡また出入口扉の

闘閉は,電動扉開閉装置によって,1.5秒内外の短時間

第 6 表

Table6.

ギャレスエレベータ主納入先一覧表

Supply List of HitachiGearless

Elevators

納 入

合 同 庁

先l台数牒欝門人戸瀞慧票
凱 御 方 式

舎東邦生命ビル

(博多帝国ホテル)

日活博多会館

鉄 鋼 ビ ル

第二鋏董固ピノレ

大阪住友海上
東 京 本 社

2;1,000
2ト1,000

211,300

1!1,150
1,000112

3 ⊆ 1,000:12

シグナル乱射

シグナル制御

レコード制御

レコード制御

シグナル胤御

オーダリー

シグナル制御

第50図 第 二 鉄 鋼 ビ ル 納

ギャレスエレベータ2台並列150m/mn

Fjg.50.Gearless150m/mn Elevator

(parallelsetting)

に開閉できるので,ケージ走行速度の向上と相まって,･

輸送能率を上げることができる｡

直流ギヤードエレベータ

ケージ速度が105m/mnないし90m/mnのものは,･

ウオ←ムギヤ減速型†ラクションマシンを用い,直流電

動機の回転を減速して,トラクションシープに伝える｡

高速で回転するウオ←ムギヤは,音響,振動の点から,

最高級の工作精度を要求されるが,日立エレベータほこ

の点に関しても最大の努力を払ってきた｡29年度の製品

は新にドイツから購入した｢クリソダンベルヒ｣ウオー

ム研磨盤が好調に稼動に入ったので,きわめて正確なウ

オrムを作ることができるようをこなった｡これはシュー
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第54図

Fig.54.

第51図

Fig.51.

鉄 鋼
_ビ

/レ納

レス高速エレベータ機械室

MachineRoomofDainiTekkoBuilding

第52図

Fig.52.

呉 服橋 ビ ル 納 オーダリ←シグナナレ

コントロ←ルギャレスエレべ--タ

Orderly SignalControIGearless

Elevator for GofukubashiBuilding

第53図

Fig.53.

大阪住友海上東京本社納 オ←ダリーシグ

ナ/レコントロト/レギャレスエレべ←∵タ

Orderly SignalControIGearlessEle-

vator for Osaka Sumitomo Mari血e

InsuranceCo.,Ltd.TokyoHeadO疏ce

電子管制御デスパ ッチャポ∵ド

Despatcher Board with Electro~njc

Apparatus

第55図

Fig.55.

日 活博多会館納

ギ ャ レ ス エ レ べ
←-･ダ

Gearless Elevator for Nikkatsu

HakataKaikan(parallelsetting)

第56図

タ∴●

納

レ

館
工

会
ド

働

ヤ

労
ギ

鉄
流

国
直

Fig.56.D.C.Geared Flevator for Kokutetsu

Riid6Kaikan
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第57図 国鉄労働会館納直流ギヤ

ードエレベータ機械室

Fig.57.Machihe Room ofD.C.

Geared Elevator for

Kokutets11Riid6Kaikan

第58図 神戸銀行大阪支店納直流

ギヤー･ドヱ･レべ←タ

Fig.58.D.C.Geared Elevator

for K6もe BaTlk

ビング辻上をした正確なウオームホイールと静粛に噛み

合って,ケ←ジの運行にいささかも振動を伝えることほ

ない｡

直流ギヤ←ドエレベータの代表的なものに,国鉄労働

会館,神戸銀行大阪支店(いずれも速度105m/mn)合

同庁舎,電々公社東京本社,丸物百貨店蚊阜支店,福岡

ビル(いずれも速度90m/mn)などがある｡

また毛色の変ったものに,建設省納め,関門国道(海

底トンネル)建設工事に使われる貨物用エレベータに,

･特に直流エレベータが選ばれた｡荷重は2,500kg,速度
ほ45m/mn で,20kW直流電動機によって駆動され

るケージの大きさは間口1,500mm,奥行2,500mm,

高さ3,000mmである｡行程は,下関側で67.8m,門

司側で56･6mもある｡このエレベータほ昼夜休みなし

に工事の従業員や,砂利満載のトロッコ運掛こ活應をつ

ゞiすているのである｡

交流乗用エレベータ

交流二速度乗用エレべ←タほ,その性能の向上とあわ

せて,製作工程の短縮を行ったために江湖の好評を博し

一般ビルディングに対し手頃なエレベータとして,製作

台数の過半数をしめている｡そしてほとんど例外なしに

日立交流ドアーマシンを装備している｡トラクションマ

シンのウオームギヤの精度向上によって乗心地もさらに

向上し,制動方式もカースイッチ方式やボタンスイッチ

方式やボタンスイッチ方式以外に,コレクティブ方式や,

シグナルレクティブ方式を採用して,ますます乗客の便

宜をほかった｡またドアーマシンつきの自動エレベータ

においては,扉閉の途中万一なんらかの障害につき当れ

第37巻 第1号

第53酪 農協会鮨納交流二速度レ

コードコントロー/レエレべ-･タ

Fig.59.A.C.2-Speed Record

ControIElevatorfor Noky6

Kaikan

第60囲 納所
夕

電
-

禿
べ

名

レ

本
工

力
用

電車北貨東人

Fig･60･Passenger_and Freight Elevatorfor;､

Honna.Power Station, Tohoku;

ElectriこPower Co.

ば,自動的iこ扉を 置の【セ←フティシ云←｣をケ

ージ扉のみでなく各階の陪杯尉こも仝

たく完全iこ安全を確保したと

取付けて,まつ

29年度の特長として,各地の発電所に,多数交流エレ

べ←タを納めたことである｡その主な納入先はつぎのよ

うである｡

東北電力本名発電所

関西電力小原発電所

東京電力第二鶴見発電所

北海通電力砂川発電所

60m/mn

45m/mn

60m/mn

60m/mn

人貨用ボタン

スイッチ制御
〝

〝



運 搬 荷 役 機 械 お よ び ェ レ へ ■-

東京電力須田月発電所 45m/mn

関西電力丸山発電所 30m/mn

水力発電所向きとしては,特に防滴,防湿構造の制御部

品を使用している｡また丸山発電所のエレべ←タは行程

約62mで,堰墳の内部検査用として特設された珍らし

い機能をもっている｡

交流貨物用エレベータ

もつぱら実用本位に堅牢を旨とし,着床性能もよく吟

味してある｡そのうち東都水産納めのものは,魚類を満

載したトラックを 搬するもので,超特大型である｡定

凝荷重ほ8,500kg,速度ほ10m/mn,ケ←ジ大さは,

間口3,000mm,奥行8,850皿m,出入口高さ3,500mm

の大きなものであり,行程ほ1,2,3階問9･7mで,二

速度カrスイッチ制御である｡トラクションマシン,ケ

第61図 東都水産

自 動 車 用

Fig.61.Automobile

Suisan Co.,

株式
エ レ

会

Elevator

Ltd.

社納
r一

ノ宮

for Toto

二第･62図 東都水 産株式 会社納

自動車エレベータ用トラクションマシ∵ソ

下短.62.Traction Machine for Automobile

for Toto Suisan Co.,Ltd.
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←ジ,ガイドレール,セーフティーなどの十分に工夫を

して,重い荷重を んで苛酷な取扱いを受けても故障を

起すようなことほない｡

ビル建設工事に使用するエレベ←タとして清水建設へ

荷重1,000kg,速度85m/mn二速度エレべ←タを納入

Lた｡.このエレベータほ分解可搬式として,一つのビル

の建設が終れば,つぎのビルへ移動して使用する｡

エスカ レ ー タ

Escalators

ェスカレトタはェレべ←タと同じく建築物内の縦の交

通機関であるが,エレベータは間駄的に人員を輸送する

に対し,エスカレータほ連続的に輸送ができて,待たず

にのれるという特長があるので,近年とみに需要が増し

てきた｡とくに百貨店においてほ,この設備が観客に対

してよいサ←ビスとなって,売上成績の向上にも役立っ

ため都内を初めとし,各地方の百貨店においても,競つ

て設備する傾向が強くなってきた｡

日立エスカレータほ,戦前においては我国内は勿論,

遠く朝鮮までも進出したのである｡戦後はいち早く,銀

座松坂屋に旧型のものを1台納入したがその後需要なく

もつぱら基礎的な研究を行なってきたのである｡昭和28

年夏,西武百貨店より2台の受注をみるに当り,研究の

成果をもった斬新な設計で製作を開始L,29年3月,好

成i をもって工場組立試運転を完了L,ついで6月,酉

武百貨店において好評裡に商用運転に入ったのである｡

また,これよりさき昭和29年初更引こ,

台を受注したが,これは7月工場

事巾で10月完成の予定である｡

関西方面としてほ,山陽電

道会館より2

験を完了し,据付工

姫路駅の乗客ならびに百

貸店客用として1台を受注した｡

第63図 株式会社西

HE-1200型 エ

Fig.63.Type HE-1200

武官貨店納
ス カ レ

←一 夕

Escalator for Seibu

Department Store Co.,Ltd.
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第 7 表

Table7.

＼

仕 槌

日 立

日立新HE型エスカレータ納入先一覧表

SupplyList of HitachiNew Type

HE Escalators

､＼納土竺室西武百賃店l覧莞議題
山 陽電欽
姫 路 駅

評 論 第37巻 第1号

型

⊥ヽ

【:王

揚

有 効

踏 段

式

教

程(mm)

幅(mm)

幅(mm)

輸送人品(人/毎時)

踏段速度(m/mn)

傾 斜 角 産

毛 動 機

(籠型8型連続定格)
電 源

HE-1200

2

3,610

4,500
台台

1,20【)

1,000

8,000

27

30

11kW

200V50′ヽ

HE-800

2

HE-1200

1

4,200
J

5,746

1,200

1,000

8,000

27

30

11kW

22¢V60-

前記の3種のエスカレータの仕様を第7表に示す｡

つぎに新型エスカレータの特長のおもなるものをあげ

る｡

(A)乗｣L､地がよくなったこと｡

踏段ローラは,乗心地の上からもつとも大切な部分で

あって,その良否はエスカレータの性能に大きく影響す

るのである｡.日立製作所はこの研究に力をそゝぎ,乗心

地比薮試験機を作って,各種のローラについて,実際の

使用状態に近い状態で 重に試験を行った結果,特殊の

性質をもったゴムローラを採用した｡その結果レール上

を転勤するときの振動や音響を完全に吸収できてきわめ

てなめらかな乗心地をうることができた｡

(B)安全性がましたこと｡

各種の安全装置を完備したので確実性が高くなった｡

その上踏段クリートの溝のピッチを細かくして異物が入

りこまないようにした｡また乗降場の 干のほり出しを

長くして乗りやすくした｡駆動機械は特に据付面積を小

さくするため工夫した竪型のものであって,振動音響の

減少に苦心してある｡電動機軸上端には規定以上に過達

したとき,また東定以下に速度が落ちたときに働くガバ

ナースイッチを設け,安全性を高めてある｡

(C)外観の芙がましたこと｡

意匠的に大きな改良を行って,近代的の感覚を出した

ので建物の調和がよくとれるようになった｡踏段のクリ

ートは,耐磨籍性の軽合金で,ダイキヤストで作り,そ

の表面は磨き仕上を施した｡また幕の底ほ適当な色を入

り仕上をする｡欄干廻りは踏段とともに,もつとも

目につく部分であって,意匠的に大切なところである｡

この部分は従来と全く趣を異にした斬新な設計になつ

ている｡すなわちデッキボ←ドほ軽合金製の装飾型材を

第64図 エスカレー･タ用駆動機械

Fig.64.Driving Machine for Escalator

ほりつめ,これに優柔な溝を入れて,下の乗場から上の

陣場~まで一連の滞 を梼貯さぜ,その表面にはアルブ

ライト処理を施して落ちついた銀白色調を出している｡

軽合金の材質にも吟味を加え,特に耐蝕性のよいものを

選んであるから,永年の倖卿こおいても色調ならびに光

沢を失うことはない｡

また,西武百貨店および鉄道会館のものは,欄干内側

のパネル張りは,乗場から降場まで乳白色のアクリル板

を張りつめ,この内部から昼光色の照明を行って,パネ

ル全面からむらなく光が拡散するようにしたので,上記

の銀白色調のデッキボードと相まって,上品でしかも豪

重な感じを与え,建 美とよく調和がとれる｡なおアク

リルの欠点である帯電して塵挨の附活する点は,特殊の

コーチング処理を施し防塵の効果を確保してある｡

山陽電鉄のものは,内側パネル張りは,ヘヤライン仕

上を施したステンレス板ではりつめてある｡またコ←ム

プレートは軽合金の鋳造製で表面に優美な模様を浮出し

てある｡

踏段両側の欄干上部に設けられたハンドレ←ルは良質

のゴムを主体とした継目なしのもので,乗客ほこれに手

をそえ,安仝に運ばれるものであるが,外観的にデッキ

ボードと調和のとれる色を選定して,その表面に光沢を

もたせた｡西武百貨店および山陽電鉄のものに対して

は,その中心練に沿って模様を象撰することによって運

行中のダイナミック なナ覚を出している｡

日立新型エスカレ←列･よ,上述のように多くのすぐれ

た特長をもっているが,さらに一歩前進のため不断の努

力をつゞけているので,今後とも江湖の御期待に沿いう

るものと確信する｡

なお日立新HE塾エスカレータに関する詳細ほ,木誌

Vol･36No･7p･1,117(昭和29年7月)を参照された

い｡




